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京都府における民有林の林業労働災害に関する分析但)*

一一年齢から見た労働災害一一

縮問邦彦

Analysis of employment injury of private forests in Kyoto Prefecture (II) 
一一regardingage bracket of forest workers一一

Kunihiko NUlV1ATA 

要 ヒコ
悶

務い林業労働者の労働災等と高齢者の労倒災容との相違を検討し，また労働者の年齢j習を経験

年数のj習で区分し，特に災饗発生の多い構成嬰楽について検討した。年齢!認は29才以下， 30 39 

才， 40-49才， 50-59才， 60才以上の5段摘に分けている。

1. 年齢}留による労働災害の相違

1)休梁日数:ほぼすべての年齢艇の労働者に対して休業1::1数“2カ月以内"までの災等綿合

が商い。 40才米満の労働者には休業日数“2週間以内"の比較的観期間の災被割合が高い。 2) 

発生時刻:29才以下の年齢層は午前に災若手割合がI向く， 40才以上では10-12持， 15-1711寺で災答

割合が高い。 3)事故の披:“切れ"は特に29才以下のj認で災等割合が高い。年齢が高齢化する

に従い，より多くの“事~次の型"の災躍に被災する慨j匂がある。 4 )備容部{立:手・足などの身

体の米端部の災犠羽合は特に40才未満のj習で顕著で‘ある。 40才以上のj関では顕・ JJ旬などの身体の

中心部の災課割合が高い。 5)1;釘答:fl: 40才米満のj認では“切創"の災容割合が商く， 40才以上

のj躍では被災する“儲控名"の数は多くなる。 6)加留物:すべての年齢!滋で伐採木による災容

割合が高い。 29才以下の綴ではチェーンソ…・刈払機による災援割合が高い。 7)起凶物:加議

物と瀬似の結果が見られる。林地は加害物としてより組問物としてより高い災替都合を示す。

8 )経験年数:経験年数“4年以下"の場合，経験年数“5… 9年"の;場合より災犠発生が高く，

特に年齢29才以下で経験年数“4年以下"のj腎に災犠発生が高い。 50才以上のj留では経験年数

“4年以下"の者の災惑発生がかなりの数にのぼっている。 50才以上で経験年数“10年以上"の

者は現在中木梁労働災容の最も多い!認である。

2. 年齢と経験年数の関係より見た労働災容の栴迷

年齢と経験年数の袈i却による分額の中で，経験年数の低いものについて若い労働者問と高齢者
，さらに現在の林業労働者の主力をおめる高齢で経験年数の商い労働者のグループを災害件数

を考躍して取りあげた。 Aグループ:年齢29才以内，経験年数4年以内， Bグループ:年齢50才

以上，経験年数日年以上， cグループ:年齢50才以上，経験年数4年以内
1 )作業内容:各グループで共通に災管都合の商い作業は下刈りである。 Aグループでは|徐伐，

駿込み， Bグループでは地蜂え，伐倒， Cグループでは地静え，かかり水処埋の災寄与割合が高い。

*本報告の一部は，第104問日本林学会大会で口頭発表並びに104四日林論に漉報として発表した。
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2 )事諜組織 :Aグループは造材業， Cグループは森林組合に災椋割合が高い。 3)発生丹:各

グループに共通して 6月は災犠割合が潟く， 6月から 9丹は比較的災答割合の高い月である O

4)発生時:経験の洩い， Aクソレープは10時以前に災等割合が高く， Cグループは午前中を通し

て災容割合が闘い。経験のi弱いちグループは午前と午後のそれぞれ後半に災認割合が潟い。 5) 

作業場所 :Aグループは土場， B:グループは伐倒地， cグループは造林地で災得割合が高い。
6 )諮問物:すべてのグループに対・してチェーンソー，刈払機による災等割合ばおく，特に若い

Aグループは高い。 Aグループでははえ椴み材，樹込み材が商い。7)事故の型:すべてのグル

ープに対して切れは災轡割合が高い。筒齢者では激突され，転倒，切れ，飛来，転務の災等割合

が高いが，若いAグループでは転1躍は見られない。 8)1邸宅警部{立 :Aグループでは手，足などの

身体の米端部の災帯割合が著しく高いo Bグjレープでは下肢の災容割合が特に高いが， Cグルー

プとともに顕， JJ句などの身体のや心部の災等割合が高い。 9)傷指名:悲し)Aグループは切創の

災答割合が幸子しくi高い。高齢のBとCグ、ループは打撲の災課割合が著しく筒く，また'骨折も比較

的高い。

高齢者には肉体的疲労を解消す鳴る時間帯をとること，若いj留には作業前のウォーミングアップ

そ励行すること，また高齢者の多いことを考指して，林業労働環噴を機械装援などのシステムの

閣で補うことが必要である。

はじめに

林業労働者の高齢化が瀧む中で，京都府の50才以上の林業労働者は平成2年には82.3%に渡し，

林業労働者の被災者の中の80.5%そ占める。高齢者の労働災容の数は倒的に多く，林業労働災

を年齢!欝に区分して分析しなければ，高齢者の労働災害に引きず、られた傾向を示す結架になる。

本報告では若い労働者の労働災惑と高齢者の労働災替との災等発生にどのような相違があるのか，

また高齢者の中にも若いときから林業に従事している者と高齢者になってから林業に従事する

では労働災替の発生にどのような柏逃があるのか，年齢を病lJにした労働災容に焦点を合わせて検

した。

年齢とその他の要因について

年齢と作業内容については前報告1)で述べたが，年齢の観点からその概要を整理してみる。

ての年齢陪Eに共通して災害割合の高い作識は下刈りである。枝打ちでは20才代， 40才代， 60才代

以上の年輪!留に災客観合が商いが，しかしいすsれの年齢開にも災犠発生の可能性の高い作業と見

ることができる。若い年齢j認に災復割合の高い作業は込み，中堅j留に多い作業はかかり木処理

である。高齢者に災害訓合の商い作業は地時えと伐倒である。

年齢とその地の要因の関係を年齢摺別に100%構成に換算して，年齢!爵別に災省発生の多い盟

関に対する傾向を比較検討する。

1 )休業日数(表…1) 年齢と休業日数の関係について 休業日数“2カ月以内"までのも

のは各年齢憾ともに災害剤合が高い状態にある。特に休業日数“2週間以内"の比較的短期の災

ついては， 29才以上の52%と30…39才の62%と林業労働者として若い年齢!認で高い。休

日数“3カ月以内"より長期のものは， 40才以上の各年齢!認で10%脱皮と本は低いが，被災者

の身体的，精神的苦痛だけでなく，長期にわたる労働力の離脱は現場作業員に対して労働負担を

強いることにもつながる o 50…59::tの年齢閥では失明や死亡iを合む災容が見られる。
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淡-1 :t[3.{滋と{本当主日数

休業日数

年齢 1 il!Q 2 j周 3 迎 lfヨ 2}~ 3月半年半年道大 死亡
以内以内以内以内以内以内以下以上傷怨

% 

29i;，長以下 16 36 12 12 20 。。。。4 100 25 
30…39成 31 31 23 15 。。。。。100 13 
40…49品交 8 24 8 28 20 4 4 4 。。100 25 
50…59)絞 12 27 l百 24 10 2 2 。1 2 99 132 
60絞 14 23 2J 20 14 5 3 。。。100 128 
災答件数 44 85 60 69 41 10 8 1 4 323 

% 13.6 26.3 18.6 21.4 12.7 3.1 2.5 0.3 0.3 1.2 100 

年 j紛

29成以下

30-3日絞

40…49品交

50-59放

60歳以 t

災容{II'数

% 

災一 2 11'.的と発生時刻

発生時刻

7. 8 10- .nn+ 13- 15- 17Jl寺
91時 1111寺 1211寺 14fぽ 161時以降

36 16 。24 24 。
23 31 。3J 15 。
46 o 12 35 4 

17 :30 2 20 30 2 

14 37 2 ltI 32 2 

53 108 4 59 99 5 

16.2 32.9 1.2 18.0 30.2 1.5 

。Aノ 件災数怒

100 25 

100 13 

101 26 

101 132 

10J 132 

328 

100 

2 )発生時刻(表-2) 災害発生

時刻に関して40才以上の闘では明らか

に午前と午後のそれぞれ後半部で著し

く災等割合が向くなっている。しかし

29才以下の闘では午前の前半に高く，

また午後には前半，後半で災害容u合に

差がない状態になっている。この備前j

を見ると年齢!認による災啓発生のパタ

ーンが奥なっているのではないかと

えられる。高齢者には午前と午後の後

半部に入る前に肉体的疲労の解消を十分に閑る何等かの措鐙が必要と王寺えられる。一方，若いj留

では作業開始時に身体と精神との阿聞から作業'に対応した十分なウォーミングアップに当たる作

業に期1[染ませる基礎訓練約な習慣が必袈ではないかと考える。この地に50才以上の高齢者は12時

や17時過ぎにも災答発生が見られる。それぞれの作業者の休み時間，作業終了時間に対する思考

のズレがないように，またチームワークを円滑にすることが大切であると考える。仕事の区切り

喜子つけて休息時間な十分締保することが大切であろう。

淡… 3 "!三紛と割放の淑

事故の製

年鈴 I激災総{ï~はHさL 切れ飛来倒j淡 i銃一泌 % 
災復
件数

29歳以下 17 17 4 46 8 4 4 。。。。100 24 
30…39成 ? 21 36 14 7 7 。。。。99 14 
40 … 49t~立 15 8 4 27 19 8 15 。。4 。100 26 
50-59燦 14 17 6 29 16 2 11 3 2 l 1 102 132 

60j~足以上 15 21 5 2:3 14 2 14 4 G 2 101 132 

災ili-{lI:数 47 59 17 91 49 39 9 2 4 2 328 

% 14.:3 18.0 5.2 27.2 14.9 2.7 11.9 2.7 0.6 1.2 0.6 99.8 

3 )事故の別(表 “切れ"は各年齢j留におい も災帯割合が高い。特に29才以下の

!認では"切れ"が圧倒的に高い。災答割合の10%以上を I~Ljめる頻度の高いものについて見ると，

30-39才では切れと転倒， 40 49才では切れ，飛来，激突，転落の 4栂の事般の221，さらに50才
以上の高齢者の!習では切れ，転倒，飛来，激突，転滞の 5;f:i!iの事故の裂の災怒割合が高い。年齢

が高齢化し，様々の作業に従事する機会が多くなることもあるが，身体的運動機能の衰えも加わ

り，多くの事故の型に関係する災努発生が現れているものと えられる。
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均三 i始

29成以下

30--39);没

40--q()燦

50-59):，茂

60燦以上

災答f!I'数

% 

顕 Wi Ilf~ 1三. 同

4 4 。 4 。。7 。o 。4 。12 
7 6 7 2 4 

7 7 1 7 

20 20 13 4 18 

災 4 年総と{怒谷清IH立
協怒音M立

j陶 JrQ 符 j燦 JNl 

4 。 8 o 
7 。。14 。
8 。8 12 12 
2 2 7 5 

8 2 2 10 

24 5 8 29 14 

京大it電線67 '95 

手 下j伎 Je.反目立jその 災 i~!J

傷:~i- fUl % 件数

20 12 36 。01 100 25 
29 14 21 。7 99 H 
19 8 15 。01 102 26 
13 22 19 o 01 103 132 
14 21 13 む 98 135 

50 65 59 2 I つけっdつL 

6_0 6.0 3.9 1.2 5.4 7.2 1.5 2.4 8.7 4.2 15.1 19.6 17.8 0.6 0.3 99.9 

4 )傷謀部位(淡…り ほぼすべての年齢熔で予・下肢・足の身体の米端部分の災者割合が

高い。特に29才以下と30-39才の年齢では68%，64%と災替割合が高い。 40才以上の年齢で

は顕・鎖・限・首・碕・胸・l皮・背・艇を合計した身体の中心部に位置する{認容が40才米満の年
齢胞と比較して十数パーセント潟くなっている。このことは高齢者の反射運動:神経の低下による

ものと般察される。休業日数のところで見たように， 40才以上の年齢/¥'i}は“ 3カ月以上"にわた

る被災者が10%前後に速することとも関係があるものと考えられる。

句 (1治

29歳以下

3()-39成

40-49)役

50-591後

60歳以J二

災i1HQ'数
% 

淡 5 年齢と{銘お名

俗芸~~I

骨折打撲捻総切鋭校創強滅切断脱臼 {rll筋籾干狩!以球!泌総総刺燦i]Wその
創 厳II校扱{忽鍛{お創蛇i紛傷il.i-f也

。% 災怒
件数

16 12 8 52 8 。() 。。4 。。。。01 100 25 
14 21 7 50 。。。? 。。。。。o 。99 14 
38 15 8 27 4 。。4 4 。。。。。01 100 26 
15 21 5 35 5 fυ 恥 3 l 2 4 。。4 。01 100 132 
24 26 4 30 7 。。 。。。。4 1 。99 135 
68 73 18 114 20 8 4 7 4 6 。。10 2 
20.5 22.0 5.4 34.3 6.0 1. 8 1. 2 2. 1 1. 2 1. 8 。o :3.0 0.6 0199.9 

5 )悔寄名(袋一 5) 29才以下と30…39才の年齢j穏では切創が任捌的にi蒔く， 50%に達する。

各年齢穏を通じて切創，打撲骨折がそれぞれ災!害発生の10%以上を占めている。前述の 3)と

りで見たように40:才米織の年齢層の“切れ'¥“切郷"といった災害内容が特徴であるのに対・し

て， 40才以上の年締胞になると災容内容も多様化する傾向が見られる。高齢者の多い林業労働事

を考えると，身体反jお動作の減退や装鑓体力の低下を補う作業システムが盟まれる。

ij主 的合

29歳以上

30-39絞

40-49成

50-59歳

60歳以上

災容{Ij:数

% 

炎-6 均三tllflと力lJi!rq初

力nil.i-物
チエ』メリ払ナタノ木登録材ワイヤ伐採集材立木綴込切株林地転石クレー蛇的その
ンソー機コカマ務災機口一プ水木 み材 ンなど 他

。% 災後
件数

24 20 8 。。4 12 。4 4 12 。。。81 100 25 
7 14 21 。。。21 。7 7 14 。7 。。。98 14 
8 8 12 o 8 。23 15 4 8 4 12 。。o 。102 26 
12 14 8 1 4 23 8 3 3 4 11 。“ 21 100 132 

8 10 10 3 。2 30 4 2 5 8 11 2 。4 21 101 131 
36 41 :31 5 3 8 82 17 10 14 19 36 8 1 9 8 328 

11.012.5 9.5 1.5 0.9 2.425.0 5.2 3.0 4.3 5.8 11.0 2.4 0.3 2.7 2.4 99.9 
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6 )加鳴物(袋一 6) 各年齢j穏にわたって災害割合の商い加害物は伐採木である。伐採木に

ついては30才以上の各年齢閣で、20%以上の最も商い災簿類j合を部し，議議袈の加若手物となってい

るo 29才以下の閣ではチェーンソーと刈払機がいずれも20%以上の高い災苦手掛j合を示し，すまい林

業労{勤者にとっては最も校怒しなければならない加害物である。各年齢!認に対して，加容物とし

て災害発生頗j交の高い手持ち式の切削・鍛i新機械用具である刈払機，チェ…ンソー，ナタ・ノ

コ・カマの災害割合の合計は， 40才米織の年齢j認が40%以上に漉するのに対して， 40才以上の年

齢j留では30%前後であり，手持ち式の切ì~U ・鋸断機械器具では特に若い労働者に i弱い割合で災容

の加議物となっているo加芸評物として林地があるが，これに切株を加えて，災替の力口容物の“林

地"として見ると，各年齢憾で十数パーセントになる。年齢j留に関係なく林地が災智発生の加援

物と成っていることは住自に値することである。林地環境を整備することや作業道から森林作業

を行うことのできる作業システムの必要性を訴している。

4ド 1I命

29燦以下

30…39);'没

40…49成

50-59絞

60成以上

災等件数

% 

淡一 7 年齢と組関物

起悶物

チェー刈払ナタノ木星雲集材ワイヤ伐採集材Jrオミ綴L叶切株林地紙おクレー!lt~i捺 Z 
ンソー機コカ'7¥i詩災機口}プオミ;木 み材 ンなど {也

12 12 4 o 4 16 。4 16 12 8 。。。。14 21 。。。29 。。7 7 14 7 。。
8 4 16 8 。4 24 12 4 12 。。4 。
7 8 7 6 5 26 4 2 4 5 14 5 2 3 

4 5 9 。4 31 3 3 5 8 13 1 3 

19 22 29 23 1 13 88 12 9 17 25 39 9 5 8 

。/O/ ffjz数
81 100 25 。99 14 
01100 25 

2 1 101 132 

21 101 131 

8 327 

5.8 6.7 8.自 7.0 0 . 3 4 .0 26.9 3 . 7 2.8 5 . 2 7.6 11. 9 2 . 8 1. 5 2 . 4 2.4 99.9 

7)起悶物(袋一7) 加器物と類似の結果が見られる。伐採木は，いずれの年齢層にも高い

災容割合を与・える起i現物になっているo この傾向はいずれの年齢摺に対しでも力IJ審物より少し高

い割合を占めている。伐採木は災犠発生の最も議嬰な原閣になっている。 29オ以下では税込み材

が組問物としてい融合を占め， {え保木とi可等の割合である。手持ち式の切削・鍛断機械用具で

あるメ由民機，チェーンソー，ナグ・ノコ・カマの起関物としての災害割合の合計については，加

審物の場合より低い割合になっている。切株を合む“林地"については加者物の;場合よりも起因

物の場合一摺高い災智割合を訴し，“林地"は災饗発生の誘発的原関として滋袈な袈紫となって

いることを訴している。

8)縦験年数 的 経験生j三数20年以上の閣が50.0%，10-19年のj習が22.6%，5 - 9年

のI認が7.6%と経験年数がi渇くなるに従って，災犠割合が蒔くなっているが，しかし 4年以内の
経験の最も浅いj闘は19.7%と逆に高い災容割合を示している。経験年数 4年以内の;場合，各年齢

炎-8 年齢と経験{l~数

経験生ド数

年 ij給 421三 5- 1(' • ."¥ 10… 20:<1:: 
% 
災復
% 以内(%)9{ハL(%)19年(%)以上. (%) 件数

29歳以下 17 (71) 7 (29) 。(0) 。(0) (100) 24 7.9 

30…39淡 4 (29) 2 (14) 7 (50) 1 ( 7) (100) 14 4.6 

40…49]設 7 (29) 3 (13) 5 (21) 9 (:38) (101) 24 7.9 

50-59)没 20 (17) 5 ( ll) 28 (24) 65 (55) (100) 118 38.8 

60歳以上 12 (10) 6 ( 5) 29 (23) 77 (62) (100) 124 40.7 

災後{It数 60 23 69 152 304 99.9 

% 19.7 7.6 22.6 50.0 99.9 
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に対して経験年数5-9年の;場合より災寄割合が高くなっている。このことは，林業労働は多

くの作業内容があり，現場の状況に応じて臨機応変の行動や判断が要求されるので，経験年数は

袈な窓!床を持つ職場であるといえる。年齢29才以下の若い闘では経験年数の4年以内のj習に災

轡都合が71%と高い。…ガ， 50才以上の躍では林業労働者数の 8割以上に避し，このj自の労働災

答者数は 8割を占め，この中の経験年数が4年以内の者の災害手発生がかなりの散にのぽっている。

また50才以上で経験年数10年以上の者は現夜林業労働災替の綴も多い躍である。

年齢・経験年数の組合せによる構成要閣とその他の袈閣について

年齢と経験年数の関係を検討するために，大多数を占める50才以上の高齢の林業労働者と29才

以下の若い林業労働者，そして経験生手数の浅い4年以下の踏と10年以上の胞の組み合わせについ

て，グループ分けした。そしてこの間に入る年齢30-49才の隠と経験生ド数5-9年の闘を，加え

ると 9つのグループに分けられるが，これらのグループの内，データ数の少ないものを省略し，

年齢が若く，経験年数の浅いグループ，高齢者で経験年数の浅いグル…プ，高齢者で経験年数の

商いグループの3を取りよげることにした。

A 若い，経験年数の浅いグループ:年齢29才以内，経験年数4年以内

B 高齢の，経験年数の高いグループ:年齢50才以上，経験生手数10年以上

C 高齢の，経験年数の浅いグループ:年齢50才以上，経験年数4年以舟

淡-9 作業内容との関係 グループAは将来を期待される若い労働者である。災響調査報告で
グループ はクロス淡の関係から16…17件と少なく，少しの人数の変化が全体に

作業内容 A B C 大きく影響を与えることになるので，精l史的には不安定なところもあ
t也 ;存 。10 22 

る。今後斑に調査データの集積を計り，安定したデータで検討するこ
下 メサ 13 14 19 
除 {え 13 3 6 とにしたい。

E主 切 。。o グループBは現在の林葉労働者の80%を越える大多数がj認するもの
校 打 13 11 3 で，今回の災響調査では195…200件が分類容れている。
2雪 起 。2 。グループCは高齢になって転職し，林業に従事した労働者である。
イえ f到j 。B 6 林業は肉体的にも体力の袈求される職場で，かつ被雑な作業内容と，
iiを 材 13 11 6 

高度な現場対応の判断の袈求される職場であるから，特に林業労働災
かかり木 6 8 16 
jl!jj対新I外 。2 9 替の聞から関心のもたれるグループであり， 32-37件が鼠している。
搬 日1 6 。。これらの3つのグ、ループについて怖の袈悶との関係で、特長約な傾向
コド '浴 6 2 3 そ検討・するために，各グループをそれぞれ100%で示し，袈悶の宅環器
ま長 材 。4 。の仁l:tで10%以上の商い災替発生の割合を占める袈紫について取り げ
人?守主II搬 。。。

た。
架設撤去 。2 。

1)作業内容との関係(淡-9) 
機 32>み 13 3 

く経験の浅いグループAでは，

荷 il'P 。2 。下メせり， I徐伐，枝打ち，造材，税込みといった多くの作業に災犠が発
林地移動 6 5 。生している。若い労働者には，これからの林業を担っていく人材とし
歩道移動 。2 。て期待がかけられ，多くの森林作業に取り組んでもらい，経験を積み，
通勤中 6 。 身体で{士事を覚えてもう必要があるから，多くの作業内容に分布して
1公i倹処感! 6 2 。

いるものと考えられる。
その他 。。。
自ろう病 。1 。南約で熟練者のグループBは， J也静え，下メリり，枝打ち，伐俄，造
% 101 98 99 材が比較的災害発生の高い作業内容である。このグループに林業労働

災主主f{lt数 16 199 32 者の大多数がj認する。高齢化した林業労働者が主体をなすため，これ
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淡…10 ~1~~控組織との関係

グノレ…プ

講談総織IA B C 
森林組合 35 47 66 

i鐙材梁 65 49 31 

地元協梁 。3 。
{問 人 。1 3 
% l仙 100 100 
災得件数 17 200 32 

袋一11 9fr~1f.ーとの関係

| グループ

発生年IA B C 
3]z成元年I29 33 40 
2年 29 32 30 

3年 41 35 30 

% I 99 100 1∞ 
災i!t件数 17 198 30 

袋一12 発悠J=lとの関係

発生J'l

グループ

A B C 
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淡-13 発生時との関係

119 

。

らの作業内容が林業労働災替の上位S伎を形成している。

高齢者で経験の浅いグループCでは，地静え，下刈り，かかり木処

砲が災等頻度の高い作業内容である。高齢者で，経験の浅い者は枝打

ちゃ伐倒作業のような高度の経験と技1;背を袈ずる作業現場では中心的

な怯躍ではなく，補助的な役割を果たしているものと考えられる。か

かり水処瑠においては経験の浅い者が行うべきでない作業であるが，

作業グループの中で経験の浅い者が処理しなければならないこともあ

るのであろう。

2 )事業組織との関係(謙一10) 若い，経験の浅いグループAの

災害発生の割合では造材業が森林組合の約21'習に近い髄，高齢で，経

験強かなグループBでは森林組合も造材業も間程度の災留割合を示し，

高齢で，経験の浅いグ、ノレープCでは森林組合がi器材撲の 2部・の高い割

合で災擦が発生している。

グループAとCの結果から，年齢・経験年数の構成が，高齢で経験

の浅い労働者は森林組合に多く，一方，悲く経験の浅い労{勤者は造材

業に多い構成になっていることも考えられる。

3 )発生年との関係(我-11) 若く，経験の浅いグループAでは

平成3年に高く (41%) ，高齢で経験豊かなグループBではどの年度

もほとんど変動がなく，ほぽ30%強の都合で推移し，高齢で経験の浅

6 いクソレープCでは平成光年に少し災響発生の割合がi窃く (40%)なっ

ている。

グループBについては年度毎の変動が小さく，平均化されているo

このことは災啓発生数の母数となるグループ構成の労働者数は毎年減

少傾向にあるが，災容件数は…定状態にあると考えられるので，母数

に対する比率は毎年上昇傾向を訴すとみられる。このことから，労働

災害を減少させるための森林作業システムが翻期的な方法に改替ぢれ

ないi恨り，災替発生の減少はあまり期待されないものと王寺えられる。

4 )発生月との関係(諜-12) 務い，経験の浅いグループAでは

4，6，7，9，11月が商く，高齢で経験強かなークツレープおでは各月

平均化されているが，相対的に 6月 8月と10)ヲに災害割合が高い。

高齢で経験の設いグループCでは 3，6， 8， 9月が高い(平成4年

度の 1'"'-'3月に発生した災惑を除外しでも 3月の災等割合はi弱い)。
グループ 3つのグループに共通して災犠割合の高い月は 6月であり，また 6

艶巴 A B C 月から 9月にかけては特に注認を援する路発生月とれられる。災
7，8，911寺I:l5 13 31 
二二 寄発生月では冬期に災容が比較的少ない。これは山地が積雪のため，
10… 1111寺 18 34 28 
1211寺 2 0 作業の休止日数が多くなるためと考えられる。

13-1411者 24 16 19 5 )発生時との関部(淡-13) 若い，経験の桟いグループAでは

15-1611寺 24 34 22 1日の午前の前半に災磐割合が高い (35%)。午・後は前半と後半いづ

目度出生れも同じレベルである。この若い，経験の浅いグループにおいては l
% I 101 101 100 
/0 I .11よ山川 日の仕事の始まりに当たって，身体のウオーミングアップ，仕事に対
災撚1*数 17 196 32 
ー する心の構えをレベルアップずる何らかの措械を考えることが好まし

いと考える。
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i開始で絞lS会長1かなクツレープ8では 1自の午前の後半 (34%) と午後の後半 (:34%)に災等割合
が高くなっている。

商i鈴給で

れも約3鉛0%と潟い災答発生レベJルレにあるが，午後では前半と後半いづれもほぽ悶じレベルである。

熟練者と経験の浅い者，そして経験の浅い者のl:j:1で年齢の若い者と高齢者では，災怒発生時の

パターンが損なる。これらのグループにjおじて 1ほの仕事初めおよび中間休みに対する身体

的・精神的なウオーミングアップと十分な疲労回復，漉切な祉事の限切りを割ることが必基さであ

る。

淡-14 発生H古!日との関係

10 

12 12 16 

6 12 23 

24 21 13 

16 13 

11 19 

6 

10() 

災-15 1'1'淡場所との関係

作業場所 A B C 
地主'f.え J也 。12 22 
ii3 
** 
J也 24 20 31 

イえ 初l ji!J 24 32 25 

uミ 利 ji!J 。10 
ゴニ #J 29 3 3 
道 fEd 。1 o 
Aどノ1， j滋 6 5 。
樹 上 12 11 。
林道開設地 。2 3 
トラック荷台 。日 3 
そ の 他 8 。6 
% 101 101 99 

災怒件数 17 197 32 

災一16 起1251物との関係

j8，i I溜物

チェーンソー

刈払機

ナタノコ.カγ

木俊り然災

集材機

ワイヤ Iコープ

伐採水

抜材木

立木

税込み;tJ'

切 株

林地

4 

クレ

蛇

ハ
υ
ハ
υ
り
ん
1
1
A
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中
山
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自

{

ン

15 

グJレ…プ

A B C 

12 6 

18 6 6 

8 8 3 。8 。
() 。。5 。
18 29 31 。3 6 
6 3 。
12 4 3 

6 ? 9 

12 12 6 。2 16 
ハリ

p
o
p
o

6 )発生JI援自との関係(我

14) 若い経験の浅いグループ

Aでは木・金・二上の週の後半に

災智割合が高く，高齢で経験強

かなグ/レープBでは月・木が比
較的災轡都合が高い。 i削除で経

験の浅いグループCでは水・

がl:tij泣i拘I布く， TI度グループB

の災割合の低いi限日に~って

いる。

経験年数の浅いグループには

逝!の後半苦f)に災課制合がi渇く，

疲労の議積効果の現れとも考え

られるo

7)作業場所との関係

15) 売まい経語会の?長いクツレ…プ

Aでは土場 (29%)が最も高く，

造林地，伐倒i也，樹上での災認

その

% 
災復件数

3 

2 

102 1合o 98 
17 195 :12 

割合も高い。 高齢で経験泣かな

グループBでは伐倒地における災寄稿合が殻も高く (32%)，ilii 
林!il:!， :r也静え地， 113材士官，樹上が災容割合のい作業場所である。
高齢で経験の浅いグループCでは造林地が最も商く (31%) ，地

貯え地，伐倒地での災密葬u合も高い。

8 )組問物との関係(淡…16) 務い経験の浅いグループAで

はチェーンソー，メリ払機，ナグ・ノコ・カマの携帯式機械器具が

組問物の36% を I~め，高齢の労働者の場合の20.0%以内であるこ

とと比べると非常1こ災寄発の割合が高い。また若い経験の浅い

労働者の場合，伐探木・伐倒木・校による起凶物の災寄割合が18%であり，高齢の労働者の30%

前後と比較して災害発生の割合は少し偲い。

高齢で経験盟かなクソレープBではチェーンソー，刈払機，ナタ・ノコ・7:J マのj:>~í~昔式機械器具

の刃物および伐採木・伐樹木・その枝が災替の組問物になる割合は，高齢で経験の浅いグループ

Cとほぼ同じ割合である。しかし林地域境要閣(切り株，斜面恒石，穴)が災帯の起悶物にな

るのは，経験豊かなグループBが21%であるのに対して経験の浅いグループCでは31%と高い災

弊割合を示し，林地環境への身体の順応や適応について経験の楚が現れていると考えられる。



はえ税み材・税込み材が組問物となる災害都合は若い経験の浅いグループで12%あるが，高齢

者のグループには災害割合は比較的低い。機械化作業の機会を係先的に若い作業者に与えていこ

うとする倒的]が現場にあるのではないかとも王寺えられる。

9 )方[J容物との関係(表-17) チェーンソー，刈払機，ナタ・ノコ・カマの携;市式機械器呉

が加者物となる場合，務い経験の浅いグループAでは54%と非常にi高い災帯割合を示している。

高齢で経験強かなグループBの災者割合は32%であり，高齢

で経験の浅いグループCの22%と比較すると高い災密都合に

なっている。

伐採木・伐倒木・校にI却しては向齢者のグループ8とCの
災等割合が30%Mil後であるのに対して，者い経験の浅いグル
ープAでは約12%と低い。

10)事故の般との関係(謙一18) 高齢者に多い事故の型

は激突され，転倒，切れ，飛来，転落である。これらの事故

の組については経験の多い少ないにはあまり控はみられない。

転確に関しては，若い経験の浅いグノレープAでは災容発生が

兇られないが，高齢で経験の浅いグループCの災認割合は

16%である。畿のグノレープには含まれていないが，若い労働

者でも経験年数の多いものには転手喜による災警発生がある。

事故の裂で切れは相対的に災啓発生の割合が商いが，特に若

グループCが44%と高い災答割合を示している。

11) f拐容部位との関係(袋一19) 高齢で経験の設いグル
ープCの特長は頭・顔・ i恨の災害手割合が28%と他のグ、/レープ

に比較して高い。高齢で経験強かなグ/レープBは下肢にi謁ず

る傷容割合が22%と地のグループに比べて高い。また身体の

中心部位(顕・顔・限・首・筒・胸・!政・

背・!腿)に I~Jする災割合は若い経験の浅

いグループAでは36%であるのに対して，

i高齢者で45%前後と高い災容割合を訴して

いる。高齢者の傷容部{J'lが身体の中心部に

比較的多いことは，高齢者の災者i防止の観
点から安全防劉の用具や衣服にも身体iこj~心

部を防御するように記描:ずることが必要で

あろう。これとは逆に，務い経験の浅いグ

/レープAで、は，手・下!民・足の身体の米端

部位の!認容は65%の商い割合を示している。

12)場智名との関係(袋一20) 切創に

ついて，若い経験の浅いグループAの災犠

割合は59%と非常に高く，高齢で経験泣か

なグループBは31%，経験の浅いグループ

Cは41%である。高齢者の切創の割合は若

い経験の浅い労働者と比較すると低い捌合

であるが，高齢者に関して切創は最も高い
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決--20 俗芸怒名との関係

グループ

i怒怒名 A B 

'終' 折 12 19 

1'] f完 6 26 
t念 j金 12 6 

切 flリ 59 31 
機 倉リ 6 5 

者~滅創 。3 
切 紛1 。2 
!l免 臼 。υ つ
イ11 1筋腿~剣 。
線被損傷 6 1 

i限}求綴fお 。。
!ItYi強制 。。
蛇 i簡虫李刺 。4 
綴動{努~Jf 。l 。。

C 

16 

22 

3 

41 

9 。
。
。。
3 。。
6 。
。
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災犠離合を訴す傷替名である。打撲について，これも高齢者に特に

多い傷努名である。捻離は高齢者より習い労働者に{認容名として高

い割合な訴し，逆に骨折は清い労働者より高齢者に災響割合が少し

五{1Ji向にある。

以上のことから，多岐にわたる林業労働災替の年齢別の桟:留すべ

きところ，また経験年数をも加味した注意すべきところを概略的に

示した。労働環境改替の袈点として高齢者には肉体的審積疲労を分

散的に解消すること，若いj習には作業前のウオーミンブアップの実

行に心がけることが必要である。また林業労働者には高齢者の多い

ことを考慮して，林紫労働環境を機械装i設などのシステムのi留で補

うことも必要である。今後さらに林業労働災替の事例を帯糠し，よ

り正確な労働災害の分析を行っていきたい。

おわりに

その{也

% 101 102 100 
災努件数 17 199 32 

林業労働者が高齢化する中で，平成6年j交には700台を超える

性能機械が導入され，林業の作業現場は高性能機械受主とした作業

システムにi転換を闘る方向で、努力が議ねられてきている O ここで訴

した災容は従来の作業方法によるものであり，政接待業者がチェーンソーを手にし，伐探木やワ

イヤーロープなどの危i投物に接近して仕事をする盤労働の作業である。
これからの森林作業が機械化され，システムとして安全性が高度に確保されてきても，山岳林

の林業の作業場は林内を歩行移動し，作業者の手作業が残る限り，この報告擦で見てきたような

労働災替の発生の頻度は減少しても，この種の災替は起こるものとみられる。ここで分析した結

果を現場の作業に生かし，林業労働の安全性の向上が悶られることを期待する。
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Resume 

To analyze forest work accid巴nts，1 inquir・edth巴 differencesbetween ag日bracketsof forest workers 

and other severaI investIgation it巴ms.Age brackets have five catcgorIcs: undcr thc age 29， 30-39， 40叩49，

50叩59，over・60.

FurthermOl・世， to analyze forest accidcnts adding on the number・of year employed in forestry works 

(emp!oyment y巴ar)，1 make thre世 groups that consist of 日広ebracket日ancl employment y日arbrackets. 

employment year brackets have four categorics: undcr 4 ycars， 5-9 ycars， 10ω19 ycars， over 20 years. And 

three groups are constructed as foIlows， (A): ag巴(underthe ag巴29)and cmployment yem・(under4 ycars)， 

(B): age (over thc agε50) and employment year (over 10 years)， (C): age (ovcr thc age 50) anc¥日mployment

year (under ，j years). 

1. Th日diff巴rcncesbetween age brackets of forcst workers ancl other scvcraI investigation ilems 

1) numbcr of clays of work susp巴nsion:the acciclent ratio of“shorter than 2 !11ollths" suspension is on high 
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level regarding all age brackets. As for“under the ag巴40"workers， the accident ratio of“shorter than 2 

W巴eks"sllspension is particlllarly on high level. 2) Occllrence time of accidents: the accident ratio is high 

dllring the morning for“under the age 29" workers， and also high level dllring 10:00・12:00and 15:00.17:00 

for“ov巴rthe age ω" workers. 3) Type of accident: the accident ratio of “Cllt" injllry as for“llnder the 
age 29" workers is particlllarly 011 high level. The elder the workers are， they tend to get injury on the 

more types of accident!:l. 4) lnjllred part of body: as for “llnder the ag巴40"workers， the accident ratio of 

the tip part such as hands， legs and th邑Iikeis very high. As for“over the age 40" workers， the accident 

ratio of the pivotal part such as heads， chests and the Iike is high. 5) AppeIlation of injllry: the acciclent 

ratio of “a Cllt" injury i!:l high for “llnder the age 40" workers and kinds of injury with high accid巴ntratio 

is incr・easingfor “over・theage 40" work巴rs.6) Assault object: re忽ardingaIl age bracket日， the accident 

ratio of “feJling tre世話"is high. As for“llnder the age 29" workers， the accid巴ntratio of “chain.saw" and 

“brush cutter" is high. 7) Object to be callsed by: the reslllt of object to be callS記dby is similar to assault 

object. Regarding“the grollncl of forest siteぺth在日ffectof object to be call!:lecl by OCCllres higher accident 
ratio than assalllt object. 8) Employment year: regarding each age bracket， the accid巴ntratio of巴mploy.

m日ntyear “llnder 4 Y日ar"is higher than“5・9year". As for日mploymentyear “llnd也1・4year"， it is remarl心

able that th巴 accidentratio of "llnder the age 29" workers (group A) is very high and that the accident 

nllmber of“over the age 50" work巴1・s(group C) is quite a many. The abollt 80% accident話。fforest wor. 

kers is occupied by“over the age 50" workers with employment year “ov巴r10 year" (group B). 

2. The differences b巴tweengrollp (A， B， C) ancl othel・severalinvestigation items 

1) Forestry operation: the accident ratio is high in w巴巴dingfor each grollp， then is high in improvem日nt

cutting and loading for grollp A ， in site preparation and felling for group B and in site pr巴parationand 

clisposal lodg芭dtrees for group C. 2) Activity or潟品nization:the accident ratio for group A is high in log. 

gin認 corporationand that for group C 




